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ゼミ選択時における Google class room と 
Google form 活用の効果について 
金子 健治 
 
（要旨）M 女子大学教育学科の 2 年生が 3 年で履修する教育演習（以下ゼミとする）の所属を決定する際に，特定の
ゼミに過度に集中するという問題を解決するため，2018 年に Google class room と Google form を利用し，教育演習




キーワード ：教育演習，Google class room，Google form，登録者数の見える化，登録ゼミ変更可能 
 
１ 問題の所在 












11 月上旬  
教育演習の指導教員は次年度のゼミの指導内容や指
導方針を教育演習概要として A４ 1 枚程度に書く 








12 月下旬  
学生は自分の希望する指導教員を紙に書き，教務委
員に提出する。 
1 月上旬   
学生の希望者数を掲示板に掲示する。定員以内のゼ
ミはそれで決定になる。 


























 2016 年度からＭ女子大学で Google をプラットフォ
ームとするネットワークシステムが導入され。筆者は
これらの問題を解決するために，Google class room と
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Effect of using Google class room and Google form when selecting seminar 














の構築において Google classroom と Chromebook を






に Google form を利用しているが，Web を用いたデー
タ収集の難しさについて述べている。 
しかし，今までゼミ指導教員の希望調査のような重
































（1）Google class room と Google form を利用した
ゼミ登録システムの開発 
まず，教育学科 2 年生全員を生徒とした Google class 
room を作った。次に教育演習概要を PDF 化して，



































2017 年度と 2018 年度の締め切り時におけるゼミ毎
の登録人数を調査した。募集したゼミの数は 2017 年
度は 38 ゼミ，2018 年度は 36 ゼミであった。その中か
ら 2017 年度と 2018 年度の両方で募集した 31 ゼミを
抽出して集計した。集計対象となったゼミの希望者数
は 2017 年度が 2 学年在籍者 277 人中 267 人， 2018 年
度は 2 学年在籍者 262 人中 235 人であった。2017 年度
と 2018 年度の 1 ゼミあたりの希望者数の平均値と標
準偏差を算出した。その結果を表１に示す。尚，平均
値と標準偏差の算出の元となった 2017 年度と 2018 年
度のゼミ毎の希望者数を資料 1 に示す。 
表１ 2017 年度と 2018 年度のゼミ別登録者数の 
平均値，標準偏差（人） 
 
表１から希望者数の平均値は 2017 年度が 8.5 人，標
準偏差は 9.1，2018 年度は平均値は 7.6 人，標準偏差は
5.5 であった。平均値が 2017 年度に比べると 2018 年
度の方が減少しているのは，学年の学生数が 262 人か
ら 235 人に減少したためである。標準偏差が 9.1 から
5.5 に減少しているのは，希望者が多くなりすぎるゼミ
が減少し，平準化したためであると考えられる。 
さらに 2017 年度と 2018 年度のゼミ希望者数を 1 人









図３ 2017 年度，2018 年度の希望者別ゼミ数 
 
表２と図３から 2017 年度には 21 人以上の希望者が














2017 年度に 21 人以上の希望者があった３つのゼミが
2018 年度には何人の希望者になったかを調査した。そ
の結果を図４に示す。 
図４ 2017 年度に 21 人以上の希望者があったゼミ
の 2018 年度の希望者数との比較 
 
図４から 2017 年度に 21 人以上の希望者があった３




 ゼミの変更をした学生は全部で 47 人であった。そ





















































択をしたといえる。その結果，2017 年度には 21 人以
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資料１ 2017 年度，2018 年度のゼミ毎の 
希望者数（人） 
 ゼミ名 2017年 2018年
Aゼミ 39 16
Bゼミ 29 11
Cゼミ 23 13
Dゼミ 19 18
Eゼミ 16 12
Fゼミ 15 11
Gゼミ 14 13
Hゼミ 12 5
Iゼミ 11 15
Jゼミ 11 15
Kゼミ 9 14
Lゼミ 7 5
Mゼミ 7 13
Nゼミ 7 12
Oゼミ 6 9
Pゼミ 5 7
Qゼミ 5 1
Rゼミ 5 6
Sゼミ 4 3
Tゼミ 3 7
Uゼミ 3 4
Vゼミ 2 7
Wゼミ 2 0
Xゼミ 2 5
Yゼミ 1 2
Zゼミ 1 3
AAゼミ 1 0
BBゼミ 1 0
CCゼミ 1 6
DDゼミ 1 2
EEゼミ 0 0
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